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今月の表紙

いきいきシニアスポーツ大会
９月１日（土）開催

県営運動公園陸上競技場



１０月１日から全国一斉

運動がはじまります

赤い羽根共同募金は「自分の町を良くするしくみ」として、皆さまからお寄せ

いただいた募金が、陸前高田市や岩手県内で活用される募金です。

市民の皆さまが安心して暮らしていくためのまちづくりを目指し、さまざまな福

祉活動を支援しております。今年度も皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

日 時 平成３０年１０月１日（月）

午前１０時～

場 所 アバッセタカタ専門店街

正面入り口付近

市立小友保育所の園児の皆さんに

よる「権現舞」が披露されます。

皆さまのあたたかいご声援をよろ

しくお願いいたします。

赤い羽根共同募金 １２月３１日（月）まで

歳末たすけあい募金 １２月 ７日（金）まで
※ 歳末たすけあい募金は実績額により配分を決定し、市内の福祉施設や対象世帯へ配分されます。

オープニングセレモニー開催のお知らせ

皆さまのあたたかいお気持ちは、陸前高田市をやさしいまちにしてくれます赤い羽根共同募金の使われ方

陸 前 高 田 市 共 同 募 金 委 員 会

岩 手 県 共 同 募 金 会

全額 送金

岩手県内への助成 陸前高田市への助成

岩手県内の福祉施設・団体等 陸前高田市共同募金委員会

○ 福祉施設が整備する福祉車両等の購入に対する助成

○ 福祉施設・団体等が整備する機器備品等購入に対する助成

○ 県域にわたって活動する福祉団体の事業に対する助成

○ 「災害等準備金」の積み立て など

↳ 詳しくは４ページをご覧ください。

○ ｢お茶っこサロン｣や、｢金婚祝賀会｣などの高齢者福祉に関

する支援

○ ｢声の広報の発行｣など障がい福祉に関する支援

○ 「うるおいとやすらぎの家事業」や「たかたのまちを良く

する福祉活動助成」など地域福祉に関する支援

○ ｢こんにちは赤ちゃん訪問事業｣など児童母子支援

市民の皆さまからお寄せいただいた募金 もっと詳しく
赤い羽根のこと

⇦ QRコード
akaihane.or.jp

陸前高田市共同募金委員会からのお知らせです



平成３１年度 「たかたのまちを良くする福祉活動助成」
の申請を受付けしています

市内で福祉団体等が行う高齢者、障がい者、児童等の福祉向上、地域課題の解決、支え合い等を

目的とした自主的・積極的な事業に対し、公募型の助成を行います。

① 市内に拠点を置き、住民の福祉向上等を目的に活動する民間団体、ボランティア団

体、グループであること。

② 団体（町内会、自治会も含む）は住民５名以上で構成されていること。

③ 公益的な活動を基本とし、営利を目的としていないこと。

④ 定款、会則等が整備されていること。

１団体につき総事業費の９０％以内で８万円を上限とする。（千円未満切り捨て）

助成総額４０万円以内

平成３０年９月１４日（金）～平成３０年１１月５日（月）

この事業は赤い羽根共同募金の助成を受けて実施しています。

市内で福祉団体等が行う高齢者、障がい者、児童等の福祉向上、地域課題の解決、支
え合い等を目的とした自主的・積極的な活動に資する事業であり、助成を受けることに

より、効果を十分に発揮できる事業であること。

ただし、行政等からの補助、他民間団体から資金援助のある事業は、特別な場合を除

き、原則として助成対象としない。

※ 応募等に関することは、下記までご連絡ください。

問い合わせ 陸前高田市共同募金委員会 電話 ５４－５１５０／５４－5151 担当 小山

対象団体

対象活動

助 成 額

受付期間

平成３０年度、助成決定となっ

た竹駒町矢崎町内会では、今後進

む高齢化を見据え、会員同士が集

まりやすい環境をつくるため、町

内会館に脚折りたたみテーブル、

折りたたみいすを整備しました。
いすに腰かけることができ、とても楽になりました

助成対象費用など、詳しくは応募要項をご覧ください。応募要項、各種様式は社会福祉協議

会に設置しています。

また、陸前高田市社会福祉協議会のホームページからダウンロードして利用いただけます。

赤い羽根共同募金で
知りたいことを聞くことができるよ

赤い羽根子ども相談室
フリーダイヤル 0120-137-741
午前10時～午後4時
(土･日･祝日･年末年始はお休みです)

赤い羽根

愛ちゃんと希望くん

右のイラストに７つの違いがある
よ。探してみてね！

※ 答えは6ページに掲載しています。
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広島市安芸区災害ボランティアセンター支援活動報告

～災害ボランティアセンターの運営資金～

共同募金会では、被災地でのボランティア活動を支援するため、毎年共同募金の

3％を災害等準備金として積み立てています。

赤い羽根共同募金は都道府県の区域を単位に行われている運動ですが、大規模な災

害が発生した際には、都道府県の域を超えて全国の共同募金会が災害等準備金を拠出

しあい、災害ボランティアセンターを運営するための支援をしています。

平成３０年７月に発生した西日本豪雨災害により、被災した方々を支援するためのボラン

ティア活動者数は、全国で211,400人を超えました。（平成３０年9月2日現在）

被災地には、全国の都道府県・市町村社協職員が応援に入り、災害ボランティアセンター

（以下「災害VC」）の運営を支援しています。

岩手県内の社協は広島県の応援に入っており、第６クール（８月２７日～９月２日）には、

陸前高田市社協から松本崇史 生活支援相談員 が派遣されました。広島市安芸区社協の職員や

支援団体、地元の方々と連携・協力し、陸前高田市や県内の災害VCでの活動経験を活かし、

今回、広島市安芸区の支援に携わってきました。

① ② ③

④

⑥ ⑦ ⑧

⑤

① 被災者宅へ訪問
② 活動（泥出し）の様子
③ 活動先付近の河川
④ 安芸区災害VCの様子

⑤ 矢野サテライト
⑥ 活動にあたって

大切にしたいこと
⑦ 安芸区災害VC看板
⑧ 災害VC内の物資庫

災害VCの運営やボランティア活動のサポートには、社協や支援スタッフの他にも、町内会や、
民生委員さん、シニア大学の方など、地域の方々も多く関わっていました。

安芸区災害ボランティアセンターには全国から多くの支援が入ってい

ましたが、基本となるのは地域の方の声掛けや協力であり、常日頃からの

近所付き合いや地域活動が重要であると改めて感じてきました。

より一層、地域の繋がりづくりを皆さんと一緒に進めていければと思い

ますので、よろしくお願いいたします。

陸前高田市社協 生活支援相談員 松本崇史



｢こんにちは赤ちゃん訪問事業｣は、地域の身近な相談役である民生委員･児童委員さんが、

赤ちゃんが生まれたお宅を訪問し、お祝いをする活動です。

この訪問活動は、子育て中の方々の様々な不安や悩みを聞き、必要に応じて適切な機関や

サービスにつなぐなど、お子様の成長を地域で見守るきっかけづくりを目的としています。

お困りごとなどありましたら､お気軽に地域の民生委員さんへご相談下さい｡

写真の掲載にご協力いただいた皆さん､ありがとうございました｡

こんにちは赤ちゃん訪問事業は赤い羽根共同募金の助成を受けて実施しています｡

８月７日（火）、矢作地区コミュニティセンター

にて、お茶っこ会が開催されました。

今回の内容は、「ランチョンマット作り」です。

久しぶりの針仕事と言いながらも縫い目は完璧。

男性参加者も真剣な表情で一針一針縫い上げていき、

女性参加者からは称賛の声が聞かれました。

完成です！

男性参加者の様子
８月１３日（月）、１４日（火）に「しお

さいの家」敷地内にテントを広げ、今年も、

利用者の皆さんとバーベキュー会を行ないま

した。

「外でみんなでご飯を食べるとおいしいね」

と利用者さんも職員と一緒に楽しんでいる様

子でした。

鈴木
す ず き

 ひよりちゃん(米崎町) 山家
や ん べ

 あやめちゃん(米崎町) 濱田
は ま だ

 倖
こと

希
ね

ちゃん(高田町) 

夏の恒例

バーベキュー会



平成３０年度

芸能発表会
今年度も、歌、踊りなど、日頃から練習を重ねた多くの演

目が披露されます。

会員の方も一般の方も、皆様お誘いあわせのうえ、ぜひ会

場にお越しください。

写真：平成２９年度芸能発表会の様子

高齢者疑似体験×県立高田高等学校

９月４日（火）、県立高田高等学

校で、福祉教育の一環として「高齢

者疑似体験」が行われました。

今回は、１年５組（海洋システム

科）の生徒の皆さんに、現在の高齢

化率、高齢化による課題や介護保険

サービスなど、高齢者に関するお話

をしました。

その後、グループごとに疑似体験

装具（特殊眼鏡や手足の重りなど）

を装着して、日常生活の動作を擬似

的に体験し、加齢による身体的な変

化（筋力、視力、聴力などの低下）

を実感してもらいました。

９月２０日（木）にも、２年生普通科の生徒さん向けに、社協職員による「高齢者福祉講話」が行われます。

疑似体験や講話を通じて、様々な立場にいる方達の気持ちを理解し、相手を思いやる心を育むことが、「誰

もが安心して暮らせるまちづくり」の一歩になります。社協では、福祉教育に関する職員派遣（講座）や、体

験用具などの貸出を行っています。お気軽にお問い合わせ下さい。

高齢者への理解を深めるために

問い合わせ 陸前高田市社会福祉協議会 電話 ５４－５１５０／５４－５１５１

高齢者に関する講義
の後、疑似体験装具
を着用してみます

特殊眼鏡や重りを着用し、
実際に階段の上り下りを
体験しました

さまざまな体験をした後、
みんなで体験の振り返り
を行いました

問い合わせ 市老人クラブ連合会 電話 ５４－５１５０／５４－５１５１ 担当 中里

日 時 平成３０年１０月２４日（水）

午前１０時～午後２時３０分

会 場 陸前高田市コミュニティホール

シンガポールホール

陸前高田市老人クラブ連合会からのお知らせです

１ 台の上のネコ
２ 三角コーンの色
３ 愛ちゃんのまつ毛の数
４ ポニーテールの女の子の影
５ 右下の男の子の帽子の形
６ 左上の先生のネクタイ
７ 希望くんの口

全部見つけること
できたかな？
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https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwj9mLLd7qPdAhVVUd4KHXh6DqQQjRx6BAgBEAU&url=https://www.akaihane.or.jp/find/for-students/&psig=AOvVaw3SgPH9gHGQ8qClKCCG4-Sl&ust=1536236890017300


災害義援金の
受付をしています

今月の
表 紙

失語症会話ボランティア
入門講座

受講者を募集しています

私たちは普段、言葉を使って周りの人たちとの何気ない会話

を楽しんだり、生活に必要な意思疎通を図ったりしています。

言葉に障がいを持つ失語症者は、会話を楽しむことはおろか、

生活に必要な情報を得られなかったり、そのことを人に伝えら

れなかったりします。

失語症の方とうまくコミュニケーションを取る方法を身につ

け、あなたも失語症者の会話パートナーになりませんか？

開催日時 平成３０年１０月２７日（土）午前１０時３０分～１２時３０分

会 場 介護老人福祉施設 ひまわり ２階 地域交流ホール

講 師 冨山 卓哉 氏（岩手県立高田病院言語聴覚士）

対 象 失語症者のご家族、失語症の方と関わる機会のある方、失語症に関心のある方

受 講 料 無料 定 員 １５名（定員になり次第締切）

申込締切 平成３０年１０月２０日（土）

申込み・問い合わせ先 気仙地域リハビリテーション広域支援センター 古川さん（気仙苑内）

電話 ０１９２－２７－８８７７ ＦＡＸ ０１９２－２７－８８７１

mail riha-kesenen@shokyukai.or.jp

陸前高田市共同募金委員会では、このたびの

災害で被災された方々を支援するための義援金

を受付しております。皆様のあたたかいご支援

をよろしくお願いいたします。

① 「平成３０年７月豪雨災害義援金」

平成３０年１２月２８日（金）まで

受付期間が延長されました

② 「平成３０年北海道胆振東部地震災害義援金」
平成３１年 ３月３１日（日）まで

受 付 窓 口 陸前高田市共同募金委員会

（社会福祉協議会内）

陸前高田市高田町字鳴石５０番地１０

電話 ５４－５１５０／５４－５１５１

※ 救援物資の取扱いはいたしておりません。

平成３０年度

陸前高田市福祉大会を開催します

日 時 平成３０年１０月２０日（土）
受付／午後12時30分～ 開会／午後1時～

場 所 陸前高田市コミュニティホール
シンガポールホール

第１部 表彰式典 午後１時～午後２時

第２部 記念講演 午後２時１５分～午後３時１５分

介護の現状を知り、「介護の魅力を感じてほしい」

介護福祉士×モデル 上条 百里奈 氏
テーマ 「私が介護を選ぶワケ。」

第３部 記念芸能 午後３時２５分～午後４時

市立高田第一中学校特設合唱部…陸前高田市民歌、糸 他

スポーツ民踊…老人クラブのうた、御祝

老止会（おとめかい）…南部蝉しぐれ

問い合わせ 陸前高田市福祉大会実行委員会
（社会福祉協議会内）

電話 ５４－５１５０／５４－５１５１

９月１日（土）、県営運動公園において「第３０回岩手県民長寿体育
祭 いきいきシニアスポーツ大会」が開催されました。

陸前高田市からは老人クラブ連合会の会員や一般の方など総勢４０名

が出場し、長寿リレーやボール送りなど４種目の競技に参加しました。

県内各地から集まった選手たちと一緒に、さまざまな競技を楽しんで

いました。

ボール送りの様子



社協カレンダー 10月の予定

大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安

赤口 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引

先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負

仏滅 大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅

大安 赤口 先勝

月 火 水 木 金 土 日
●赤い羽根共同募金
オープニングセレモニー
アバッセたかた 10：00～
街頭募金市内スーパー等３ヵ所

11：00～14：00

■お茶っこサロン
（矢作コミセン）いきいき支援財団

音楽療法 10：00～11：30

■お茶っこサロン
（長部コミセン）
愛知県東浦町民生委員交流会
13：30～15：00

■いきいきライフ 玉乃湯
（生出地区）

体育の日
■お茶っこサロン
（下矢作コミセン）※お休み

■お茶っこサロン
（竹駒コミセン）いきいき支援財団
ふまねっと 13：30～15：00

■お茶っこサロン
（横田コミセン）いきいき支援財団
音楽療法 13：30～15：00

■お茶っこサロン
（米崎コミセン）茶話会
10：00～11：30
（長部コミセン）茶話会
13：30～15：00

■いきいきライフ 黒崎仙峡温泉

（広田地区）

◎ 広報「社協だより」発行日

■お茶っこサロン
（サンビレッジ）茶話会
13：30～15：00

■お茶っこサロン
（長部コミセン) いきいき支援財団

音楽療法 13：30～15：00

■いきいきライフ 黒崎仙峡温泉

（小友地区）
● 陸前高田市福祉大会

コミュニティホール
13：00～16：00

■お茶っこサロン
（下矢作コミセン）茶話会
10：00～11：30

■お茶っこサロン
（竹駒コミセン）
トータルコスモス研究会
詩の朗読 13：30～15：00

■お茶っこサロン
（横田コミセン）茶話会
13：30～15：00

■お茶っこサロン
（米崎中仮設) 茶話会
10：00～11：30
（長部コミセン) ひまわり会
長部保育所交流会
13：30～15：00

■いきいきライフ 黒崎仙峡温泉

（米崎地区）

■・・・お茶っこサロン、いきいきライフ
◆・・・社協行事
●・・・団体行事（民生委員児童委員協議会、老人クラブ

連合会、ボランティア連絡協議会、共同募金委員会）

▲・・・その他

＜お茶っこサロンへ参加される方へ＞

マイカップのご持参にご協力をお願いいたします。

※ 開催内容は、都合により変更になる場合がございます。

※ 手芸が行われる際には、裁縫道具をご持参ください。


